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z春の栗山配水塔（西側）（千葉県水
道局提供） x栗山配水塔（南東側）
（2006年11月29日撮影） c圧力測
定器と記録計　v竣功当初の栗山
配水塔断面図※3（『千葉縣江戸川配
水塔竣功圖』より作成） b発見され
た栗山配水塔にまつわる文書　n栗
山配水塔位置図
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注
※1 千葉県水道局白井高架水槽のこと
※2 創設時は江戸川水源工場と呼ばれて

いた
※3 頭頂部の避雷針は改修されている
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千
葉
ニュ
ー
タ
ウ
ン
に
育
っ
た
私
は
、配
水
塔
と
い
え

ば
、家
の
そ
ば
に
聳そ

び

え
る
巨
大
で
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
円※
１
筒
を
思
い
浮
か
べ
る
。
華
麗
で
荘
厳
な

デ
ザ
イ
ン
を
誇
る
配
水
塔
な
ど
、縁
の
な
い
土
地
の

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、同
じ
千
葉
県
水
道
局
の
管
内
に
、し
か

も
通
勤
電
車
の
車
窓
か
ら
見
え
る
場
所
に
、齢
七
十

を
控
え
な
お
現
役
の
美
し
い
配
水
塔
が
あ
る
と
い
う
。

二
〇
〇
六（
平
成
十
八
）年
度
選
奨
土
木
遺
産
に
選

ば
れ
た
千
葉
県
水
道
局
栗
山
配
水
塔（
写
真-

x
）で
あ

る
。

千
葉
県
営
水
道
の
創
設

近
代
上
水
道
の
普
及
は
、横
浜
市
を
皮
切
り
と
し

て
、明
治
二
十
年
代
か
ら
全
国
各
地
で
始
ま
っ
た
。
一

方
、地
下
水
が
豊
富
で
主
要
な
港
湾
都
市
が
少
な
か

っ
た
千
葉
県
で
は
、昭
和
に
入
っ
て
よ
う
や
く
交
通

機
関
の
発
達
に
伴
う
東
京
か
ら
の
人
口
流
入
、コ
レ

ラ
を
は
じ
め
と
し
た
伝
染
病
の
流
行
、ま
た
一
部
の

地
域
に
お
い
て
井
戸
水
の
水
質
が
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
背
景
と
し
て
、水
道
事
業
に
対
す
る
必
要
性
が
強

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
し
た
な
か
、一
九
三
二（
昭
和
七
）年
六
月
に

内
務
省
河
川
課
長
か
ら
千
葉
県
知
事
に
就
任
し
た

岡
田
文
秀
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、将
来
の

江
戸
川
沿
岸
の
開
発
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
増
加
、さ

ら
に
東
京
湾
岸
の
一
大
工
業
地
帯
と
し
て
の
発
展
を

視
野
に
入
れ
、近
代
上
水
道
の
設
置
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、水
道
事
業
の
市
町
村
公
営
を

原
則
と
し
て
い
た
水
道
条
例
、後
の
水
道
法
が
改
正

さ
れ
、市
町
村
以
外
の
企
業
者
に
も
水
道
事
業
が
許

可
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。こ
う
し
て
、一
九
三
四（
昭

和
九
）年
三
月
三
一
日
、内
務
省
の
認
可
を
受
け
、

給
水
人
口
二
十
五
万
人
、一
人
一
日
最
大
給
水
量

一
五
〇
リ
ッ
ト
ル
、一
日
最
大
給
水
量
三
万
七
五
〇

〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、千
葉
市
、松
戸
町
、市
川
町（
い

ず
れ
も
当
時
）な
ど
一
市
十
二
町
村
を
給
水
区
域

と
し
た
千
葉
県
営
水
道
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

古
ヶ
崎
浄
水
場
と
栗
山
配
水
塔

一
九
三
七（
昭
和
十
二
）年
、栗
山
配
水
塔
は
、約

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
古※
２
ヶ
崎
浄
水
場
の
付
帯
施

設
と
し
て
、江
戸
川
左
岸
の
段
丘
上
に
建
設
さ
れ
た

（
図-

n
）。
古
ヶ
崎
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
た
水
が
、栗
山

配
水
塔
に
ポ
ン
プ
で
圧
送
、そ
こ
で
い
っ
た
ん
貯
水
さ

れ
、塔
圧
力
に
よ
り
浦
安
町
や
検
見
川
町（
い
ず
れ

も
当
時
）な
ど
へ
と
配
水
さ
れ
て
い
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
配
水
塔
の
円
筒
形
の
胴

体
に
は
、ド
ー
ム
状
の
塔
屋
が
被
さ
り
、さ
ら
に
頭
頂

部
に
は
四
本
の
柱
で
支
え
ら
れ
た
換
気
口
が
備
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、ド
ー
ム
の
周
囲
に
は
テ
ラ
ス
が
め
ぐ
ら

さ
れ
、配
水
塔
全
体
の
意
匠
を
引
き
締
め
て
い
る
。

配
水
塔
の
設
計
施
工
に
は
、第
九
代
水
道
局
長
の

式
田
十
郎
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、本
人
の
回
想
記

に
記
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、具
体
の
設
計
を
い
っ
た

い
誰
が
行
っ
た
の
か
、実
際
の
設
計
者
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
は
な
い
。

さ
て
、戦
後
の
水
需
要
の
増
大
に
伴
い
、県
営
水

道
施
設
で
は
数
次
に
わ
た
る
拡
張
事
業
が
行
わ
れ

た
。
一
九
五
六（
昭
和
三
十
一
）年
か
ら
始
ま
る
第

一
次
拡
張
事
業
で
は
、配
水
塔
を
取
り
込
む
よ
う

に
栗
山
浄
水
場
が
建
設
さ
れ
、こ
の
と
き
配
水
塔
の

管
理
は
古
ヶ
崎
浄
水
場
か
ら
栗
山
浄
水
場
へ
と
移
管

さ
れ
た
。

一
九
七
〇（
昭
和
五
十
五
）年
に
は
、配
管
の
敷
設

替
え
の
た
め
に
、四
三
年
ぶ
り
に
配
水
塔
の
水
抜
き

と
塔
内
整
備
工
事
が
行
わ
れ
た
。こ
の
際
、塔
内
の

水
没
部
に
お
け
る
壁
面
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、当
時
の
技
術
水
準
の
高
さ
を
窺う

か
がい
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、塔
内
階
段
部
一
階
に
は
、配
水
塔
建
設
当

時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
圧
力
測
定
器
と
記
録
計
お

よ
び
記
録
用
紙
が
残
さ
れ
て
い
る（
写
真-

c
）。

と
こ
ろ
で
、近
年
、古
ヶ
崎
浄
水
場
の
倉
庫
か
ら
、

栗
山
配
水
塔
に
ま
つ
わ
る
文
書
が
多
数
発
見
さ
れ

た（
写
真-

b
）。
作
業
日
誌
や
往
復
文
書
な
ど
、か
つ
て

の
文
書
を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、何
か
新
し
い
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
研
究
が
期
待
さ

れ
る
。

現
役
を
続
け
る
栗
山
配
水
塔

北
総
線
の
矢
切
駅
か
ら
続
く
緩
や
か
な
坂
道
を

登
り
、浄
水
場
の
敷
地
に
近
づ
く
と
、ど
こ
と
な
く

の
ん
び
り
と
、そ
し
て
悠
然
と
、緑
の
芝
の
上
に
佇
む

配
水
塔
の
全
容
が
見
え
て
く
る
。
建
設
以
来
約
七
十

年
、第
二
次
大
戦
の
混
乱
や
幾
多
の
水
害
、周
辺
地

域
の
急
速
な
都
市
化
を
優
し
く
見
守
り
続
け
て
き

た
栗
山
配
水
塔
は
、今
な
お
現
役
の
施
設
と
し
て
、

松
戸
市
お
よ
び
市
川
市
一
帯
の
約
二
〇
万
人
へ
の
配

水
を
担
う
と
と
も
に
、松
戸
・
船
橋
両
給
水
場
へ
の

送
水
管
の
調
圧
水
槽
と
し
て
重
要
な
機
能
も
果
た

し
て
い
る
。
近
傍
の
江
戸
川
左
岸
矢
切
地
先
に
新
設

さ
れ
る
、ち
ば
野
菊
の
里
浄
水
場
の
稼
働
に
よ
り
、

二
〇
〇
七（
平
成
十
九
）年
度
に
古
ヶ
崎
浄
水
場
は
閉

鎖
さ
れ
る
が
、栗
山
浄
水
場
、そ
し
て
栗
山
配
水
塔

は
、今
後
も
現
役
施
設
と
し
て
活
躍
し
続
け
る
。

時
代
や
環
境
の
急
激
な
変
化
に
も
風
化
す
る
こ
と

の
な
い
機
能
と
デ
ザ
イ
ン
を
備
え
た
栗
山
配
水
塔
。
毎

朝
の
通
勤
電
車
の
車
窓
か
ら
、と
き
に
は
途
中
下
車

を
し
て
、今
後
も
そ
の
英
姿
を
楽
し
み
た
い
と
思
う
。
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